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調査日程は 2005年 11月 10日から 11月 30日、先の学内調査に基づき
留学生が問い合わせ等で立ち寄ると思われるところに調査用紙計 250部を
おき、学生・教職員にいっせいに配信されるシステムOh-o!Meijiの「お知
らせ」欄での呼びかけ、各地区図書館、留学生向け授業・イベントでの呼
びかけと配付をおこなった。
回収は各地区図書館・国際交流センター等 4箇所に設置した回収箱、添
付した返信用封筒による郵送でおこなった。
回収数は 41通、回収率は約 16%となった。
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4 今後の予定
現在、調査の結果は集計・分析中である。またこの調査に加え、同意を
得た回答者に対し 2006年 1月に聞き取り調査を予定している。これらの
調査結果から、外国人利用者の現状について把握し、必要であれば新たな
サービスを立案の上、提案する。こうした本研修の目的にむけ、2006年
度も引き続き活動を行っていく予定である。
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